
�．はじめに
２０００年文部科学省（当時は文部省）は「スポーツ振興

基本計画」を策定した１）。それによると，第一に，生涯

スポーツ社会の実現に向けた，地域におけるスポーツ環

境の整備充実をする。第二に，我が国の国際競技力の総

合的な向上を図る。第三に，生涯スポーツ及び競技スポ

ーツと学校体育・スポーツとの連携をする，としている。

これを実現するためには，県市町村において，スポーツ

振興計画の策定が必要になってくるものと思われる。

愛媛県でも２０１７年に開催予定の国民体育大会（以下，

国体とする）に向けて，２００３年「愛媛県スポーツ振興計

画―スポーツ立県えひめ２０１７―」を策定した２）。その内

容としては，生涯スポーツの普及，競技スポーツの振興，

ジュニアスポーツの充実，スポーツ施設の整備・活用，

国体の開催準備，をあげている。

スポーツ振興計画作成のためには，住民のスポーツニ

ーズを把握し，グランドデザインを描くことがスポーツ

の発展のために大変重要なことである。このような調査

は，別の言葉で言えばスポーツ政策学的研究に結びつい

てくる。研究成果によって地域を変えるというようなス

ポーツ政策学的な研究は今まであまりなされていない３）。

そこで，本研究では，愛媛県西予市（注１）を選び，２０１７

年国体開催を踏まえ，市民の元気を創造することと，市

民の健全な発達や健康の保持・増進に役立てるため，市

民のニーズ調査を実施し，向こう１０年間の振興計画を策

定する，ことを目的にした。

（注１）西予市は，愛媛県の南西部に位置し，東は高知県梼
原町と愛媛県久万高原町，南は鬼北町と宇和島市，北は八幡
浜市と大洲市に接している。また，西予市は，２００４年４月１
日に明浜町・宇和町・城川町・野村町・三瓶町が合併して誕
生した。人口は２００６年現在４５，６４９人，６５歳以上の高齢者が人
口に占める割合は３４．２％であり，３人に１人は高齢者という
非常に高齢化が進んでいる。

�．調査方法
対 象：西予市の２０歳代～７０歳未満の住民２６４５名（住民

の１０分の１）

期 日：２００６年７月上旬～８月上旬

方 法：質問紙による郵送調査

回収率：回収数 １３５８部 回収率 ５１．３％

有効回収数 １２２９部 有効回収率 ４６．４％

男性 ５１３（４１．７％） 女性７１６（５８．６％）

�．結果及び考察
１．スポーツ活動

（１）運動やスポーツの好き嫌い

表１は運動やスポーツの好き嫌いを示したものである。

全体では，「自分でするのも見るのも好き」「どちらかと

いえば自分でする方が好き」と答えている人が５８．７％で

あり，愛媛県が実施した２００３年の調査（４９．２％）２）と比

較すると，西予市の住民の方が多くなっているいる。ま
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た，「どちらかとえばみる方が好き」な人を含めると

９４．７％となっており，大多数の市民が運動やスポーツに

対し好意的である。

性別で比較すると，「自分でするのも見るのも好き」

「どちらかといえば自分でする方が好き」と答えている

人は，男性６３．９％，女性５４．９％であり，男性の方が，ス

ポーツに対して好意的であることがわかる。

（２）実施種目

表２は，過去１年間に行ったスポーツの種目をあらわ

したものである。全体では，「散歩・ウォーキング」が

３０．５％と最も多くなっており，次いで，「レクリエーシ

ョンバレーボール」の２０．２％，「軽い体操」の１２．９％，

「ソフトボール」の８．５％となっている。特徴としては，

個人できる「散歩・ウォーキング」や「軽い体操」，多

人数でする「レクリエーションバレーボール」や「ソフ

トボール」をよく実施している。

性別で比較すると，男性では，「野球」「ソフトボー

ル」「ゴルフ」「ジョギング・ランニング」の項目で，上

回っており，女性では，「散歩・ウォーキング」「レクリ

エーションバレーボール」「軽い体操」「水泳」の項目で

上回っている。男性は球技などの集団スポーツが多く見

られ，女性では個人で手軽に行うことのできる健康づく

り的な運動が多くみられる。

（３）実施頻度

表３は，過去１年間のスポーツ実施頻度をあらわした

ものである。全体では，「週に３回以上」１３．７％，「週に

１回～２回」２４．５％であり，週に１回以上スポーツを行

っている人は３８．２％となっている。これを愛媛県の調査

（２７．６％）２）と比較すると，よくスポーツを実施してい

るといえる。しかし，内閣府が実施した２００４年の調査

（４４．４％）４）に比べて低い。

性別で比較すると，週１回以上スポーツを行っている

人は，男性３４．５％，女性４０．８％と女性の方がよく実施し

ている。一方，行っていない人も，女性の方が３３．６％と

男性の２７．０％を上回っており，女性の方に二極化現象が

おこっている。

（４）実施場所

表４は，過去１年間のスポーツ実施場所をあらわした

ものである。全体では，「公共スポーツ施設（学校を除

く）」の２７．９％が最も多く，次いで，「学校の体育施設」

の２３．３％，「道路」の１９．１％となっている。「公共スポー

ツ施設（学校を除く）」と「学校の体育施設」は，表２

表１ 運動やスポーツの好き嫌い （％）

表２ 実施種目 （％）

表３ 実施頻度 （％）

表４ 実施場所 （％）

項 目 男性 女性 全体
自分でするのも見るのも好き
どちらかといえば自分でする方が好き
どちらかといえば見る方が好き
自分でするのも見るのも嫌い
無回答

４８．９
１５．０
３１．６
３．１
１．４

４０．８
１４．１
３９．２
４．１
１．８

４４．２
１４．５
３６．０
３．７
１．６

項 目 男性 女性 全体
散歩・ウォーキング
レクリエーションバレーボール
軽い体操
ソフトボール
水泳
バレーボール
ジョギング・ランニング
ボーリング
ゴルフ
野球
バドミントン
卓球
サッカー
スキー・スノーボード
その他

２５．３
１６．０
８．２
１８．３
３．１
４．３
７．２
３．７
７．６
７．８
２．１
２．７
４．３
２．１
１７．８

３４．２
２３．２
１６．３
１．５
７．３
５．７
３．６
４．２
０．８
０．６
４．５
１．８
０．４
１．８
１６．１

３０．５
２０．２
１２．９
８．５
５．５
５．１
５．１
４．０
３．７
３．６
３．５
２．２
２．０
２．０
１６．６

項 目 男性 女性 全体
週に３回以上
週に１～２回
月に１～２回
年に数回
行っていない
無回答

１３．６
２０．９
１７．３
２１．２
２７．０
０．０

１３．７
２７．１
９．６
１５．４
３３．６
０．６

１３．７
２４．５
１２．９
１７．８
３０．８
０．３

項 目 男性 女性 全体
公共スポーツ施設（学校を除く）
学校の体育施設
道路
自宅
野外（海・山・川）
商業スポーツ施設
公園・空き地
職場のスポーツ施設
その他

３２．４
２３．０
１８．５
６．４
８．８
７．６
７．０
１．４
１．９

２４．７
２３．５
１９．６
９．１
５．０
４．７
２．７
１．７
４．７

２７．９
２３．３
１９．１
８．０
６．６
５．９
４．５
１．５
３．６

P＜０．０５

P＜０．００１

（２つまで○印） （２つまで○印）
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の過去１年間スポーツ実施種目で多くなっている「レク

リエーションバレーボール」「バレーボール」「ソフトボ

ール」「野球」の活動場所になっているものと思われ，

市や学校の体育・スポーツ施設の果たす役割は大きい。

性別で比較しても，差はほとんどみられない。

（５）今後のスポーツ活動

表５は，今後行いたいスポーツ種目についてあらわし

たものである。全体では，「散歩・ウォーキング」の

２０．６％が最も多く，次いで，「水泳」の１６．９％，「軽い体

操」の１６．９％，「ヨガ」の１３．５％となっている。表２の

過去１年間のスポーツ実施種目と比べて，「散歩・ウォ

ーキング」「軽い体操」など，現在も行っているスポー

ツを今後も引き続き行いたいと思っている人が多いとい

える。また，「水泳」「ヨガ」などの個人で手軽に行うこ

とのできる健康づくり的な運動が上位に入っている。

性別で比較すると，男性では，「ゴルフ」「ソフトボー

ル」「野球」「サッカー」などの球技が多くみられる。女

性では，「水泳」「軽い体操」「ヨガ」「バドミントン」な

どの個人で気軽に行うことのできる健康づくり的な運動

が多くみられる。

２．総合型地域スポーツクラブ

（１）加入希望の有無

表６は，総合型地域スポーツクラブへの加入希望の有

無をたずねたものである。全体では，「加入したい」

２０．１％，「誘われれば加入したい」４８．０％と加入希望は

６８．１％であり，約７割の人が加入を希望している。

性別で比較すると，男性では６４．１％，女性では７１．１％

と女性の方に加入希望者が多い。

（２）会費を払う条件

表７は，西予市に総合型地域スポーツクラブが設立さ

れた場合，どのような条件がととのえば会費を出して入

会してもよいかをたずねたものである。全体では，「自

分のレベルにあった運動が出来る」の６０．０％が最も多く，

次いで，「健康をチェックしてもらえる」の３９．９％，「安

い値段でスポーツが出来る」の３６．９％，「専門的な知識

を持った指導者がいる」の２７．４％「一緒に活動する仲間

がいる」の２６．９％，「いつでもスポーツができる」の

２３．９％となっている。このことから，多種多様なスポー

ツ教室を用意し，定期的に健康をチェックできるような

クラブづくりが必要であるといえる。

性別で比較すると，「自分のレベルにあった運動が出

表５ 今後のスポーツ活動 （％）

表６ 加入希望の有無 （％）

表７ 会費を払う条件 （％）

項 目 男性 女性 全体
散歩・ウォーキング
水泳
軽い体操
ヨガ
レクリエーションバレーボール
バドミントン
テニス
ダンス
ゴルフ
卓球
太極拳
エアロビクス
ハイキング
ボーリング
ジョギング・ランニング
ソフトボール
スキー・スノーボード
登山
サイクリング
野球
サッカー
その他

１９．９
９．９
８．４
５．７
７．６
４．５
７．６
１．６
１０．３
４．５
４．１
０．８
５．８
５．８
７．０
９．０
４．３
４．７
５．１
６．８
６．６
１５．０

２１．１
２１．９
２０．７
１９．１
１０．６
８．８
５．０
８．５
１．８
５．３
５．６
７．７
３．５
３．４
２．５
０．６
２．７
２．４
２．０
０．３
０．０
１１．２

２０．６
１６．９
１５．５
１３．５
９．４
７．０
６．１
５．６
５．４
５．０
５．０
４．８
４．５
４．４
４．４
４．１
３．３
３．３
３．３
３．０
２．８
１２．９

項 目 男性 女性 全体
加入したい
誘われれば加入したい
あまり加入したくない
加入したくない
無回答

１９．５
４４．６
２６．１
９．４
０．４

２０．５
５０．６
１９．１
７．８
２．０

２０．１
４８．０
２２．１
８．５
１．３

項 目 男性 女性 全体
自分のレベルに合った運動ができる
健康をチェックしてもらえる
安い値段でスポーツができる
専門的な知識をもった指導者がいる
一緒に活動する仲間がいる
いろいろなスポーツができる
いつでもスポーツができる
スポーツ以外の活動（文化活動）もある
子どもと一緒に参加できる
多様なプログラムを提供してくれる
いろいろな世代と交流できる
その他

５３．６
３８．２
２８．３
２６．３
２４．６
３０．４
２３．４
１４．８
２０．１
１７．３
１７．９
２．７

６４．５
４１．１
４３．０
２８．２
２８．５
２２．８
２４．３
２７．１
１８．９
１６．６
１３．１
２．７

６０．０
３９．９
３６．９
２７．４
２６．９
２６．０
２３．９
２２．０
１９．４
１６．９
１５．１
２．７

P＜０．０５

（２つまで○印）
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来る」「安い値段でスポーツが出来る」「スポーツ以外の

活動（文化活動）もある」の項目で，女性の方が男性よ

りも多くなっている。

（３）払ってもよい年会費

表８は，西予市に総合型地域スポーツクラブが設立さ

れた場合，どの程度の年会費を支払えるかをたずねたも

のである。全体では，「３，０００円以上～５，０００円未満」が

２８．７％と最も多く，次いで，「２，０００円以上～３，０００未満」

の２２．４％，「１，０００円以上～２，０００円未満」の１５．９％とな

っている。これより，会費の設定としては，「２，０００円以

上～５，０００円未満」の間で設定するのがよいと思われる。

性別で比較すると，差はみられない。

（４）開催してほしいスポーツ教室

表９は，開催してほしいスポーツ教室についてあらわ

したものである。全体での上位１２位までを上げると，

「軽い体操」の２７．３％が最も多く，次いで，「筋力トレー

ニング」の２０．８％，「水泳」の１８．５％，「ヨガ」の１７．２％，

「ストレッチ」の１６．８％，「栄養教室」の１５．４％，「家庭

医学教室」の１２．７％，「レクリエーションバレーボール」

の１１．０％，「太極拳」の８．０％，「ダンス」の６．８％，「バ

ドミントン」の６．７％となっている。このことから，商

業スポーツクラブで行っているような種目（筋力トレー

ニング，水泳，ヨガ，ダンス），個人で手軽に行うこと

のできる健康づくり的な運動（軽い体操，ストレッチ，

ウォーキング），個人もしくは少人数で行うことのでき

る球技（レクリエーションバレーボール，バドミントン）

に高いニーズがあることがわかる。また，「栄養教室」

「家庭医学教室」などの教室もあり，西予市民の多様な

ニーズがうかがわれる。

性別で比較すると，男性では，「筋力トレーニング」

「ジョギング・ランニング」「武道」「ソフトボール」

「グラウンド・ゴルフ」「サッカー」が女性よりも多く

なっている。一方，女性では，「軽い体操」「ヨガ」「水

泳」「栄養教室」「ストレッチ」「家庭医学教室」が男性

より多くなっている。これらのことから，男性は，トレ

ーニングや球技などの体力志向の教室が多く，女性では，

個人でも手軽に行うことのできる健康づくり的な運動や

健康教室などの健康志向の教室が多くなっている。

３．愛媛国体

（１）愛媛国体の認知度

表１０は，２０１７年に開催される愛媛国体が開催されるこ

とを知っているのかをたずねたものである。全体では

「知っている」と答えた人は４５．１％（愛媛県１１．７％）２）

であり，約半数の人が知っている。

性別で比較すると，「知っている」と答えた人は，男

性では５３．２％，女性では３９．２％となっており，男性の方

表８ 払ってもよい年会費 （％）

表９ 開催してほしいスポーツ教室 （％）

表１０ 愛媛国体の認知度 （％）

項 目 男性 女性 全体
１０，０００円以上
５，０００円以上～１０，０００円未満
３，０００円以上～５，０００円未満
２，０００円以上～３，０００円未満
１，０００円以上～２，０００円未満
１，０００円未満
無回答

２．３
１７．５
２７．５
２４．０
１３．６
１３．３
１．８

１．３
１４．２
２９．５
２１．２
１７．６
１４．０
２．２

１．７
１５．６
２８．７
２２．４
１５．９
１３．７
２．０

項 目 男性 女性 全体
軽い体操
筋力トレーニング
水泳
ヨガ
ストレッチ
栄養教室
家庭医学教室
ウォーキング
レクリエーションバレーボール
太極拳
ダンス
バドミントン
テニス
エアロビクス
ジョギング・ランニング
武道（柔道・剣道・空手・拳法など）
卓球
ソフトボール
バレーボール
サイクリング
グラウンドゴルフ
サッカー
その他

１８．７
２９．０
１４．６
８．６
１２．３
８．４
９．７
１２．１
１０．３
９．９
２．９
６．４
６．４
２．５
９．２
９．４
４．９
９．７
４．１
６．６
６．８
７．２
１４．４

３３．５
１４．９
２１．２
２３．５
２０．１
２０．４
１４．８
１３．０
１１．５
６．６
９．５
６．８
５．９
８．７
３．６
３．２
５．６
０．７
４．２
２．０
１．５
０．４
１０．６

２７．３
２０．８
１８．５
１７．２
１６．８
１５．４
１２．７
１２．６
１１．０
８．０
６．８
６．７
６．１
６．１
５．９
５．８
５．３
４．５
４．１
３．９
３．７
３．３
１２．２

項 目 男性 女性 全体
知っている
知らない
無回答

５３．２
４６．２
０．６

３９．２
６０．４
０．４

４５．１
５４．４
０．５

N.S.

（３つまで○印）
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がよく知っている。

（２）強化種目

表１１は，愛媛国体に向けて選手を育成するために西予

市がどのような種目に力を入れたらよいかたずねたもの

である。全体では，「相撲」の３８．４％が最も多く，次い

で，「陸上競技（長距離など）」の３５．０％，「野球」の

２３．４％，「バレーボール」の１５．８％となっている。これ

は，野村町で行われる乙亥相撲や，宇和町が主催するマ

ラソン大会や駅伝大会の影響によるものと考えられる。

性別で比較すると，男性は，「相撲」「サッカー」「ソ

フトボール」が多いのに対し，女性では「バレーボール」

が多い。

（３）スポーツクラブ・部活動のあり方

愛媛国体に向けてスポーツクラブ・部活動の今後のあ

り方についてどうあるべきかたずねのが表１２である。全

体では，「小・中・高等学校の一貫指導を進める」と答

えた人が４１．８％と最も多く，次いで，「地域のスポーツ

指導者を育成する」の３４．２％，「市内のスポーツ指導者

を部活動に派遣する」の２５．０％，「地域のスポーツクラ

ブと子どもたちの連携を図る」の１５．１％，「市外や県外

の小学校との合同練習会を設ける」の１２．９％となってい

る。地域のスポーツ指導者を養成し，スポーツクラブや

部活動に派遣し，小・中・高校の一貫指導体制を作るこ

とを指摘している。

性別で比較すると。「地域のスポーツ指導者を育成す

る」と答えている人は，男性が５０．７％，女性が３５．５％な

っており，男性の方が多くなっている。その他の項目で

はあまり差はみられない。

４．行政への要望

（１）整備してほしいスポーツ施設

表１３は，西予市に今後特に整備してほしいスポーツ施

設をあらわしたものである。全体では，「温水プール」

が４０．９％と最も多く，次いで，「トレーニング室」の

２４．８％，「多目的広場」「近所の広場や公園」の１６．８％と

なっており，商業スポーツクラブに整備されているよう

な施設が多くみられる。

性別で比較すると，「温水プール」と答えている人は，

女性の４５．８％が男性の３４．１％を上回っている。

（２）西予市のスポーツ施設に望むこと

表１４は，西予市のスポーツ施設について望むことをあ

らわしたものである。全体では，「個人や家族で利用で

きるようにしてほしい」が３０．４％と最も多く，次いで，

「活動情報をもっと流してほしい」の２６．２％，「利用料

表１１ 強化種目 （％）

表１２ スポーツクラブ・部活動のあり方 （％）

表１３ 整備してほしい施設 （％）

項 目 男性 女性 全体
相撲
陸上競技（長距離など）
野球
バレーボール
サッカー
剣道
ソフトボール
水泳
卓球
柔道
その他

４３．７
３５．３
２２．０
８．４
１５．０
７．０
１０．５
４．９
４．７
４．１
１３．０

３４．６
３４．８
２４．４
２１．１
９．６
７．４
３．８
７．３
４．６
３．１
１６．７

３８．４
３５．０
２３．４
１５．８
１１．９
７．２
６．６
６．３
４．６
３．５
１５．２

項 目 男性 女性 全体
温水プール
トレーニング室
多目的広場
近所の広場や公園
体育館
ハイキングコース
陸上競技場
サイクリングコース
野球場
武道場
テニスコート
その他

３４．１
２４．４
１９．７
１４．６
１２．１
６．４
８．８
６．６
５．７
３．９
２．１
８．４

４５．８
２５．１
１４．８
１８．４
１２．０
８．１
２．８
３．９
１．７
１．８
２．８
４．５

４０．９
２４．８
１６．８
１６．８
１２．０
７．４
５．３
５．０
３．３
２．７
２．５
６．２

項 目 男性 女性 全体
小・中・高等学校の一貫指導をすすめる
地域のスポーツ指導者を育成する
市内のスポーツ指導者を部活動に派遣
する
地域のスポーツクラブと子どもたちと
の連携を図る
市外や県外との合同練習会を設ける
一流選手を招き教室を開く
ジュニアスポーツの施設使用料を無料
にする
市内の子どもの大会を増やす
種目団体との連携を図る
市内の小学校の合同練習会を増やす
その他

５０．７
３４．５

２３．６

１３．８

１１．９
１３．８

９．６

８．４
５．３
４．９
３．５

３５．５
３３．９

２６．０

１５．９

１３．７
１１．７

１３．７

４．９
６．７
５．３
５．２

４１．８
３４．２

２５．０

１５．１

１２．９
１２．６

１２．０

６．３
６．１
５．１
４．５

（２つまで○印）

（２つまで○印）

（２つまで○印）
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金をもっと安くしてほしい」の１７．３％となっており，市

民が気軽にスポーツを行えない状況になっている。これ

らの要望は，すべて，総合型地域スポーツクラブが出来

れば解決するものであると思われる。

性別で比較すると，差はみられない。

（３）西予市のスポーツ行政に望むこと

表１５は，西予市のスポーツ行政に望むことについてあ

らわしたものである，全体では，「スポーツ施設の充実

を図る」の４３．０％が最も多く，次いで，「スポーツ指導

者の育成を図る」の３０．０％，「スポーツ情報（イベント・

教室など）を提供する」の２６．１％，「スポーツ教室を開

催する」の２３．１％，「スポーツ施設までの運行バスを配

備する」の１８．２％となっており，西予市に対して，様々

な要望を持っていることがわかる。

性別で比較すると，「スポーツ指導者の育成を図る」

「トップレベルの選手や指導者による実技指導や講演会

を開催する」「全国レベルのスポーツ選手の育成を図る」

と答えている人は，男性の方が女性より多くなっており，

「スポーツ情報（イベント・教室など）」「スポーツ施設

までの運行バスを配備する」と答えている人は女性の方

が男性より多くなっている。このことから，男性は，西

予市全体のスポーツレベルの向上を望んでいるのに対し，

女性では，現在のスポーツ活動をより円滑的に行うこと

を市のスポーツ行政に望んでいることがわかる。

以上の調査から西予市におけるスポーツ振興基本計画

を作成した。

�．スポーツ振興基本計画
１．具体的目標

（１）市民の週１回以上のスポーツ実施率を５０％にする。

（２）国体を目指して愛媛県で優勝する種目を２種目以

上つくる。

（３）子どもの体力水準を向上させる。

子どものスポーツクラブ加入率を５０％にする。

（４）公共スポーツ施設利用者を２倍にする。

（５）５町に総合型地域スポーツクラブを設立する。

国体までに市民の総合型地域スポーツクラブ加入

率を１０％にする。

２．実現のための方策

（１）愛媛県との連携

�スポーツ立県愛媛との連携を図る。

�国体の強化を通してスポーツに関する補助金の獲得す

る。

（２）１０年間のグランドデザイン

２００７年：日本体育協会の総合型地域スポーツクラブ補助

金の獲得

２００８年：総合型地域スポーツクラブ１の設立

２００９年：総合型地域スポーツクラブ２の設立

表１４ 西予市のスポーツ施設に望むこと （％）

表１５ 西予市のスポーツ行政に望むこと （％）

項 目 男性 女性 全体
個人や家族で利用できるようにしてほ
しい
活動情報をもっと流してほしい
利用料金をもっと安くしてほしい
スポーツ施設の数を増やしてほしい
利用手続きを簡単にしてほしい
専門的なスポーツ指導者を配置してほ
しい
用具を充実させてほしい（貸し出しを
含む）
特定のスポーツ団体の専有をやめてほ
しい
利用時間を長くしてほしい（早朝・夜
間）
その他

２７．９

２４．２
１４．８
１７．５
１７．２

１５．０

１５．２

１２．７

６．８

５．８

３２．３

２７．７
１９．１
１４．８
１４．８

１３．３

１１．０

６．３

７．７

６．３

３０．４

２６．２
１７．３
１５．９
１５．８

１４．０

１２．８

９．０

７．３

６．１

項 目 男性 女性 全体
スポーツ施設の充実を図る
スポーツ指導者の育成を図る
スポーツ情報（イベント・教室など）
を提供する
スポーツ教室を開催する
スポーツ施設までの運行バスを配備する
全国レベルのスポーツ選手の育成を図る
イベントを開催し県内・県外から人を
よぶ
トップレベルの選手や指導者による実
技指導や講演会を開催する
スポーツ団体の補助金を充実する
どこでもいく出前のスポーツ教室を開
催する
スポーツ指導者のネットワークを作る
スポーツ産業を育成する
スポーツドクターを市によんでもらう
その他

４１．９
３４．９

２２．４

２０．１
１０．９
２２．０

１３．６

１７．０

１３．３

６．６

８．２
５．５
４．５
３．７

４３．７
２６．５

２８．８

２５．３
２３．５
１３．１

１１．３

８．５

９．８

１２．４

４．７
２．８
３．４
２．９

４３．０
３０．０

２６．１

２３．１
１８．２
１６．８

１２．３

１２．０

１１．２

１０．０

６．２
３．９
３．８
３．３

（２つまで○印）
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２０１０年：総合型地域スポーツクラブ３の設立

２０１１年：総合型地域スポーツクラブ４の設立

２０１２年：総合型地域スポーツクラブ５の設立

２０１３年：各スポーツクラブの育成及び支援

２０１４年： 〃

２０１５年： 〃

２０１６年： 〃

�相撲のイベントを開催する。

中体連・高体連・社会人の大会を西予市で開催する。

�駅伝の県大会での優勝を目指す。

（３）一貫指導体制の構築

�小・中・高校のスポーツクラブ・部活動に外部指導者

を派遣する。

�指導者同士のコンセプトを一致させる。

�指導者連絡会議を作る。

�学校や地域のスポーツクラブに市民が経済的なサポー

トをする。

（４）クラブマネジャーの雇用

�専任のクラブマネジャーの雇用をする。

�総合型地域スポーツクラブを設立する。

�NPO 法人を獲得する。

�指定管理者制度によってスポーツ施設の管理をする。

（５）スポーツ指導者の養成

�キーパーソンの養成を図る。

�愛媛大学との連携を図る。

�西予市スポーツ指導者認定制度を作る。

（６）スポーツ施設の充実

�国体の後の有効利用を図る。

�クラブハウスを作る。

�休館日をなくす。

（７）各種団体との連携

�スポーツ団体・学校教育・社会教育・医療機関・福祉

団体・経済団体・観光協会・町 おこし団体との連携

を強化する。

（８）スポーツ立市運営委員会の設立

�マスタープランが実現できているかを評価する。
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